
現議員、任期最後の６月定例会。終了後、皆で９月にこの議場での再会を誓い、

写真におさまりました。石垣亨副議長、米盛初恵議員、お疲れ様でした。

議会報は市議会のホームページでもご覧になれます議会報は市議会のホームページでもご覧になれます



　令和４年第 4回（6月）定例会は、去る 6月 6日から 6月 20 日まで 15 日間の会期で開かれました。
　今回の定例会では、「石垣市使用料条例の一部を改正する条例」等の条例議案 7 件、「令和４年度一般
会計補正予算案（第２号）」等の補正予算議案 4件、その他議案 8件の計 19 件の案件が市長より提出され、
議案については議案第 41 号石垣市川平コミュニティ施設設置及び管理条例、議案第 42 号石垣市使用料
条例の一部を改正する条例、議案第 43 号石垣市手数料徴収条例の一部を改正する条例は、継続審査とな
り、その他は原案のとおり可決、同意、承認、及び報告されました。
 　なお、本会議の議決にあたり、総務財政委員会には「令和４年度一般会計予算補正予算（第２号）」等
２件の議案が付託。経済民生委員会には「石垣市使用料条例の一部を改正する条例」等５件の議案を付託。
建設土木委員会には「石垣市川平コミュニティ施設設置及び管理条例」等７件の議案が付託され慎重審査
の結果、それぞれ可決すべきものと決定されました。
　議員提出議案については、本土復帰 50 年に際し、市民・県民の生命を守る任務遂行に対する感謝決議
等の５件の意見等が提出され、それぞれ可決されました。また、委員会提出議案については、テレビ及び
ラジオ放送難視聴解消を求める意見書が提出され、可決されました。
　6 月 13 日から 6 月 17 日までの５日間の日程で行われた一般質問では 20 人の議員が本市の諸課題につ
いて質すなど活発な議論が交わされました。

　

６
月
定
例
会
で
は
、
総
務
財

政
委
員
会
（
米
盛
初
恵
委
員
長
）

に
「
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
〔
第
２
号
〕」
な
ど
２
件

の
議
案
が
付
託
さ
れ
、
慎
重
審

査
の
結
果
、
原
案
を
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
さ
れ
、
本
会
議

に
お
い
て
も
委
員
長
報
告
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
主
な
内
訳
と
し
て
は
、

既
決
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
８
億
９
４
２
３
万
１

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
３
６
億

９
８
３
０
万
９
千
円
と
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
歳
入
に
お
い

て
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
」
２
億
１
６
７
８
万
１
千

円
、
ご
み
最
終
処
分
場
か
さ
上

げ
工
事
費
増
額
に
伴
う
「
民
生

安
定
施
設
の
助
成
金
」
９
８
５

７
万
円
、「
低
所
得
子
育
て
世
帯

生
活
支
援
特
別
給
付
金
」
１
億

７
７
５
０
万
円
な
ど
を
増
額
し

て
お
り
ま
す
。
一
方
、
補
助
金

の
内
示
に
よ
り
新
川
市
営
住
宅

建
替
え
に
係
る
「
住
宅
市
街
地

総
合
整
備
事
業
補
助
金
」
は 

１

　
　

可
決

億
４
８
２
４
万
８
千
円
を
減
額

し
て
お
り
ま
す
。
17
款
「
県
支

出
金
」
で
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
金
支
給
事
業
」
に
５
６

８
４
万
９
千
円
、
一
括
交
付
金

の
県
事
業
分
を
活
用
し
農
産
物

の
輸
送
負
担
軽
減
を
図
る
「
農

林
水
産
物
条
件
不
利
性
解
消
事

業
「
補
助
金
」
に
３
８
０
０
万

円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
20
款
「
繰
入
金
」
の
財
政

調
整
基
金
積
立
金
繰
入
金
７
５

７
１
万
３
千
円
を
繰
入
れ
て
お

り
ま
す
。
歳
出
に
お
い
て
は
、「
低

所
得
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特

別
給
付
金
事
業
」
１
億
８
３
０

４
万
８
千
円
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
金
」
の
増
額
と
し
て
５

６
８
５
万
円
な
ど
を
、
技
術
高

度
化
施
設
建
設
推
進
事
業
１
７

２
０
万
４
千
円
、
土
木
費
で
は

石
垣
西
浄
化
セ
ン
タ
ー
管
理
業

務
費
増
額
分
に
係
る
下
水
道
事

業
会
計
へ
の
繰
出
金
６
６
５
１

万
円
観
光
施
設
等
の
あ
り
方
管

理
運
用
等
手
法
の
検
討
委
託
費

な
ど
を
計
上
し
、
教
育
費
で
は

小
中
学
校
に
お
け
る
感
染
症
対

令和 4年度石垣市一般会計補正予算（第２号）可決令和 4年度石垣市一般会計補正予算（第２号）可決6月定例会
令和４年

　

今
定
例
会
に
お
い
て
、
人
権

擁
護
委
員
候
補
者
と
し
て
次
の

方
の
推
薦
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

・
森 

永　

用 

朗　

 

氏

　
　

・
前 

盛　

善 

博　

 

氏

　
　

・
翁 

長　

珠 

江　

 

氏

　
　

・
荷
川
取　

美
和
子 

氏　

人
権
擁
護
委
員
の

　
　
　
候
補
者
を
推
薦

人
権
擁
護
委
員
の

　
　
　
候
補
者
を
推
薦

　

今
定
例
会
に
お
い
て
、
監
査

委
員
に
次
の
方
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

 
 

・
前 

原　

博 

一　

氏　

監
査
委
員
の
選
任

監
査
委
員
の
選
任

策
用
消
耗
品
等
の
購
入
に
係
る

「
学
校
保
健
特
別
対
策
事
業
」
に

２
０
８
５
万
円
な
ど
を
計
上
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
債
務
負
担

行
為
の
追
加
３
件
、
地
方
債
補

正
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

他
、
経
済
民
生
委
員
会
（
東
内

原
と
も
子
委
員
長
）
及
び
建
設

土
木
委
員
会
（
我
喜
屋
隆
次
委

員
長
）
に
お
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ

所
管
の
予
算
案
等
が
付
託
さ
れ
、

慎
重
審
査
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
さ
れ
、
本
会
議
に
お

い
て
委
員
長
報
告
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
４
年
度

石
垣
市
一
般
会
計
補
正
予
算

2







提
出
者　

花
谷　

史
郎

提
出
者　

箕
底　

用
一

　

第
4
回
定
例
会
で
可
決
さ

れ
た
意
見
書
等
の
要
旨
と
議

決
結
果
は
次
の
と
お
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
可
決
さ
れ
た
意
見

書
に
つ
い
て
は
、
そ
の
趣
旨

の
実
現
へ
向
け
た
速
や
か
な

対
応
を
求
め
る
た
め
、
関
係

省
庁
へ
郵
送
を
行
い
ま
し
た
。

要
旨　

　

戦
後
27
年
の
米
国
統
治
を
経

て
沖
縄
県
が
本
土
復
帰
を
し

て
、
50
年
の
節
目
を
迎
え
た
。 

　

復
帰
と
と
も
に
配
備
さ
れ
た

自
衛
隊
は
、 

本
来
任
務
で
は
な

か
っ
た
緊
急
患
者
空
輸
を
昭
和

47
年
に
開
始
し
、
本
年
４
月
６

日
に
南
大
東
島
の
緊
急
患
者
空

輪
を
も
っ
て
搬
送
数
が
総
計
１

万
件
を
超
え
る
に
至
り
、
災
害

派
遣
と
し
て
市
内
外
に
お
け
る

不
発
弾
処
理
や
、
行
方
不
明
漁

船
等
の
捜
索
な
ど
市
民
・
県
民

の
生
命
を
守
る
活
動
を
継
続
し

て
行
っ
て
い
る
。 

　

ま
た
、
海
上
保
安
庁
も
同
様

に
本
土
復
帰
以
来
、
3
千
百
件

余
の
離
島
患
者
空
輸
や
漁
船
等

か
ら
の
救
助
を
お
こ
な
っ
て
い

る
ほ
か
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
も
同

様
な
任
務
を
行
い
、
こ
の
復
帰

50
年
に
は
様
々
な
行
政
機
関
や

医
療
機
関
な
ど
の
連
携
と
協
力

が
あ
り
市
民
・
県
民
の
生
命
と

財
産
が
守
ら
れ
て
き
た
。

　

よ
っ
て
本
議
会
は
本
土
復
帰

50
年
に
際
し
、
関
係
機
関
並
び

に
関
係
各
位
に
お
け
る
市
民
・

県
民
の
生
命
を
守
る
任
務
遂
行

に
対
し
て
、
深
甚
な
る
敬
意
と

感
謝
の
意
を
表
す
る
も
の
で
あ

る
。（

結
果
）
賛
成
者
多
数
で
可
決

要
旨

　

サ
ト
ウ
キ
ビ
は
沖
縄
県
、
と

り
わ
け
離
島
区
域
に
お
い
て
は
、

重
要
な
基
幹
作
物
で
あ
る
が
、

県
内
の
分
蜜
糖
製
糖
工
場
の
多

く
が
１
９
５
０
年
代
か
ら
60
年

要
旨

　

我
が
日
本
固
有
の
領
土
で

あ
る
尖
閣
諸
島
は
２
０
１
２

年
９
月
の
尖
閣
諸
島
国
有
化

以
降
、
中
国
政
府
の
公
船
の

徘
徊
や
領
海
侵
入
等
の
事
案

の
頻
度
が
増
加
し
て
い
る
。

　

政
府
は
国
土
を
守
る
た
め

海
域
周
辺
を
監
視
す
る
た
め

に
、
第
11
管
区
海
上
保
安
本

部
尖
閣
領
海
警
備
専
従
体
制

を
完
成
さ
せ
、
海
上
保
安
部

職
員
に
よ
る
大
型
巡
視
船
で

警
備
活
動
を
展
開
し
て
い
る

が
、
尖
閣
領
海
警
備
専
従
体

制
は
尖
閣
周
辺
海
域
へ
一
度

出
航
す
る
と
、
７
日
か
ら
10

日
間
を
洋
上
で
過
ご
し
、
さ

ら
に
携
帯
電
話
の
電
波
も
届

か
な
い
海
域
で
あ
る
こ
と
か

ら
家
族
と
の
連
絡
や
外
部
か

ら
の
情
報
入
手
が
困
難
で
あ

り
、
船
員
の
福
利
厚
生
に
お

い
て
も
巡
視
船
へ
の
無
線

W
i
-
F
i

設
備
を
整
え
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
当
市
議
会
は
尖

提
出
者　

我
喜
屋　

隆
次

本
土
復
帰
50
年
に
際
し
、

市
民
・
県
民
の
生
命
を
守

る
任
務
遂
行
に
対
す
る
感

謝
決
議

本
土
復
帰
50
年
に
際
し
、

市
民
・
県
民
の
生
命
を
守

る
任
務
遂
行
に
対
す
る
感

謝
決
議

代
に
か
け
て
建
設
さ
れ
て
お
り
、

現
在
更
新
時
期
を
迎
え
る
な
か
、

予
算
面
の
問
題
か
ら
建
て
替
え

が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

　

石
垣
製
糖
工
場
も
築
60
年
が

経
過
し
、
老
朽
化
し
た
建
屋
、

機
材
類
を
修
繕
や
一
部
入
れ
替

え
で
延
命
し
て
い
る
の
が
現
状

で
、
老
朽
化
に
伴
い
、
工
場
の

処
理
能
力
も
低
下
し
て
お
り
、

収
穫
期
間
の
長
期
化
に
繋
が
っ

て
お
り
ま
す
。

　

製
糖
工
場
建
て
替
え
を
実
現

し
、
工
場
の
処
理
能
力
を
改
善

す
る
こ
と
で
収
穫
期
間
を
短
縮

し
、
農
家
の
負
担
を
減
ら
し
、

生
産
意
欲
の
向
上
が
期
待
で
き

る
と
と
も
に
、
沖
縄
の
製
糖
産

業
、
ひ
い
て
は
農
業
全
体
の
発

展
に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
ま

す
。

　

よ
っ
て
、
早
急
に
製
糖
工
場

早
期
建
て
替
え
を
実
現
す
る
た

め
に
も
、
県
内
で
唯
一
更
新
さ

れ
て
い
る
伊
是
名
村
と
同
様
に

国
か
ら
９
割
余
の
支
援
と
そ
れ

に
伴
う
補
助
・
交
付
金
な
ど
の

制
度
改
革
も
併
せ
て
検
討
し
て

い
た
だ
く
よ
う
要
請
い
た
し
ま

す
。

（
結
果
）
全
会
一
致
で
可
決

〇
提
出
先

　

内
閣
総
理
大
臣
、
沖
縄
及
び
北
方

　

対
策
担
当
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣

閣
諸
島
領
海
警
備
体
制
に
お

い
て
全
て
の
巡
視
船
へ
の
無

線

W
i
-
F
i

を
整
備
す
る
よ
う

求
め
る
。

先
島
離
島
圏
域
に
お
け
る
ガ

ソ
リ
ン
価
格
高
騰
の
実
態
調

査
及
び
抜
本
的
な
格
差
是
正

を
求
め
る
意
見
書
書

先
島
離
島
圏
域
に
お
け
る
ガ

ソ
リ
ン
価
格
高
騰
の
実
態
調

査
及
び
抜
本
的
な
格
差
是
正

を
求
め
る
意
見
書
書

　

ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
高
騰
を
受

け
、
政
府
は
石
油
元
売
り
企
業

に
補
助
金
を
出
す
価
格
抑
制
策

を
実
施
し
２
０
２
２
年
１
月
２

７
日
か
ら
１
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り

５
円
、
３
月
10
日
か
ら
25
円
を

上
限
と
し
て
支
給
し
た
。
し
か

し
、
依
然
と
し
て
価
格
高
騰
が

国
に
よ
る
製
糖
工
場
の

  

建
て
替
え
支
援
を
求
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
意
見
書

国
に
よ
る
製
糖
工
場
の

  

建
て
替
え
支
援
を
求
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
意
見
書

（
結
果
）
賛
成
多
数
で
可
決

〇
提
出
先

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
、

沖
縄
及
び
北
方
対
策
担
当
大
臣
、

海
上
保
安
庁
長
官

第
11
管
区
海
上
保
安
本
部

「
尖
閣
警
備
専
従
部
隊
」

に
お
け
る
巡
視
船
へ
の
無

線W
i-Fi

整
備
を
求
め
る

意
見
書

第
11
管
区
海
上
保
安
本
部

「
尖
閣
警
備
専
従
部
隊
」

に
お
け
る
巡
視
船
へ
の
無

線W
i-Fi

整
備
を
求
め
る

意
見
書

議
員
提
出
議
案
の
概
要
及
び
処
理
結
果

議
員
提
出
議
案
の
概
要
及
び
処
理
結
果

提
出
者　

箕
底　

用
一
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続
い
て
い
た
た
め
、
政
府
は
4

月
26
日
、
原
油
価
格
・
物
価
高

騰
等
総
合
緊
急
対
策
を
発
表

し
、
実
施
し
て
き
た
。

　

沖
縄
県
は
現
在
、
県
内
の
揮

発
油
に
対
す
る
「
揮
発
油
税
及

び
地
方
揮
発
油
税
」
（
国
税
）

に
１
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
当
り
７
０

０
０
円
の
軽
減
措
置
が
と
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
離
島
に
お
け

る
石
油
製
品
の
本
島
並
み
の
価

格
の
安
定
と
円
滑
な
供
給
を
図

る
た
め
の
石
油
製
品
輸
送
等
補

助
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
輸

送
経
費
の
ほ
ぼ
全
額
を
補
助
し

て
い
る
が
、
大
幅
な
上
昇
を
軽

減
す
る
た
め
石
油
元
売
り
に
補

助
金
を
支
給
し
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
離
島
圏
域
の
先
島
地

区
の
ガ
ソ
リ
ン
価
格
は
依
然
と

し
て
1
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
１
９

５
円
か
ら
２
１
０
円
の
高
止
ま

り
状
態
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
当
市
議
会
は
国
や

県
に
対
し
離
島
圏
で
あ
る
先
島

に
お
け
る
ガ
ソ
リ
ン
価
格
高
騰

の
実
態
調
査
を
行
い
、
抜
本
的

な
格
差
是
正
を
求
め
る
。

〇
提
出
先

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
沖
縄
及
び
北
方

対
策
担
当
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
、

沖
縄
県
知
事
、
沖
縄
県
議
会
議
長　

（
結
果
）
全
開
一
致
で
可
決

国
の
責
任
に
よ
る
「
20
人

学
級
」
を
展
望
し
た
少
人

数
学
級
の
前
進
を
求
め
る

意
見
書

国
の
責
任
に
よ
る
「
20
人

学
級
」
を
展
望
し
た
少
人

数
学
級
の
前
進
を
求
め
る

意
見
書提

出
者　

井
上　

美
智
子

要
旨

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
に
よ
り
、
教
育
現
場
は

大
き
な
影
響
を
受
け
、
子
ど
も

た
ち
は
か
つ
て
な
い
不
安
と
ス

ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

感
染
拡
大
防
止
対
策
と
し
て

教
室
の
「
密
」
を
避
け
る
た
め

の
少
人
数
学
級
・
授
業
、
学
校

規
模
の
縮
小
な
ど
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
教
職
員
を
増
や

す
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
教
室

に
「
社
会
的
距
離
」
を
確
保
す

る
に
は
20
人
程
度
で
授
業
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
「
20
人
学

級
」
を
展
望
し
た
少
人
数
学
級

の
前
進
は
圧
倒
的
多
数
の
父
母
・

保
護
者
と
教
職
員
、
地
域
住
民

の
強
い
願
い
で
す
。
そ
れ
に
応

え
て
自
治
体
独
自
の
少
人
数
学

級
は
今
年
度
も
着
実
に
前
進
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
国
の
責

任
に
よ
る
施
策
で
は
な
い
た
め
、

自
治
体
格
差
が
広
が
っ
て
い
る

こ
と
も
厳
し
い
現
実
で
す
。
教

育
の
機
会
均
等
を
保
障
す
る
た

め
に
は
、
地
方
に
負
担
を
押
し

つ
け
る
こ
と
な
く
、
国
が
責
任

を
持
っ
て
少
人
数
学
級
の
前
進

と
そ
の
た
め
の
教
職
員
定
数
改

善
を
行
う
こ
と
が
き
わ
め
て
重

要
で
す
。

　

よ
っ
て
、
石
垣
市
議
会
は
、

国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
次
の

事
項
を
実
現
す
る
よ
う
強
く
要

請
し
ま
す
。　
　

　

１　

子
ど
も
た
ち
の
い
の
ち

と
健
康
を
守
り
、
成
長
と
発
達

を
保
障
す
る
た
め
、
緊
急
に
20

人
程
度
で
授
業
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
教

職
員
増
と
教
室
確
保
を
国
の
責

任
で
行
う
こ
と
。

　

２　

「
20
人
学
級
」
を
展
望
し
、

少
人
数
学
級
を
実
現
す
る
こ
と
。

そ
の
た
め
に
国
は
、
標
準
法
を

改
正
し
教
職
員
定
数
改
善
計
画

を
立
て
る
こ
と
。

〇
提
出
先

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣

テ
レ
ビ
及
び
ラ
ジ
オ

放
送
難
視
聴
解
消
を

求
め
る
意
見
書

テ
レ
ビ
及
び
ラ
ジ
オ

放
送
難
視
聴
解
消
を

求
め
る
意
見
書

要
旨

　

当
市
に
お
い
て
は
、
２
０
０

８
年
12
月
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
が
、

２
０
０
９
年
10
月
に
は
民
間
放

送
が
中
継
局
を
整
備
し
、
念
願

の
沖
縄
本
島
と
同
様
に
テ
レ
ビ

を
視
聴
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
信
号
の
利
用

で
、
字
幕
放
送
、
解
説
放
送
、

ニ
ュ
ー
ス
や
気
象
情
報
、
あ
る

い
は
双
方
向
通
信
に
よ
る
番
組

へ
の
視
聴
者
参
加
、
携
帯
電
話

で
の
テ
レ
ビ
視
聴
な
ど
、
即
時

性
及
び
多
機
能
性
が
各
段
に
向

上
し
、
情
報
格
差
の
解
消
を
も

た
ら
す
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
当
市
の
北
部
山
あ

い
と
な
る
地
区
に
お
い
て
は
電

波
を
受
信
で
き
な
い
世
帯
、
ま

た
は
電
波
が
弱
い
世
帯
が
少
な

く
な
い
。
２
０
１
１
年
前
後
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
移
行

期
間
中
、
各
世
帯
に
よ
る
ア
ン

テ
ナ
及
び
ブ
ー
ス
タ
ー
の
購
入
・

設
置
を
、
あ
る
い
は
、
民
間
の

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
会
社
へ
の
加

入
を
推
奨
さ
れ
、
住
民
負
担
で

対
応
し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
会
社
へ
の
加

入
金
等
及
び
月
額
視
聴
料
、
さ

ら
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
の
受
信
料
支

払
い
な
ど
負
担
は
大
き
く
、
高

齢
者
及
び
低
所
得
者
世
帯
に
は

大
変
厳
し
い
と
、
視
聴
を
諦
め

て
い
る
世
帯
も
あ
る
。
ま
た
、

こ
の
地
区
で
は
、
ラ
ジ
オ
放
送

の
電
波
も
弱
く
、
緊
急
時
や
災

害
時
に
お
い
て
の
、
警
報
及
び

情
報
が
全
く
伝
わ
っ
て
い
な
い

世
帯
も
あ
り
、
早
急
な
対
応
が

必
要
で
あ
る
。
特
に
、
本
年
12

月
に
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
会

社
が
撤
退
す
る
と
通
告
さ
れ
、

抜
本
的
な
対
策
を
切
望
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
及
び
県
に
お
か

れ
て
は
、
改
め
て
、
テ
レ
ビ
及

び
ラ
ジ
オ
難
視
聴
世
帯
等
を
調

査
・
把
握
し
、
住
民
負
担
の
少

な
い
「
無
線
共
聴
施
設
」
の
整

備
や
、
あ
る
い
は
「
多
良
間
中

継
局
施
設
」
整
備
等
の
実
現
に

向
け
、
確
実
な
難
視
聴
解
消
を

実
現
す
る
よ
う
、
強
く
要
望
す

る
。

提
出
者　

総
務
財
政
委
員
会

（
結
果
）
賛
成
多
数
で
可
決

（
結
果
）
全
開
一
致
で
可
決

〇
提
出
先

　

総
務
大
臣
、
沖
縄
及
び
北
方

対
策
担
当
大
臣
、
沖
縄
県
知
事
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令
和
４
年

　

第
３
回 

臨
時
会

令
和
４
年

　

第
３
回 

臨
時
会

第３回臨時会上程案件の処理結果第３回臨時会上程案件の処理結果

去
る
５
月
13
日
に
開
か
れ
ま
し

た
。
本
臨
時
会
で
は
、
石
垣
市

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
や
令
和

４
年
度
石
垣
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
等
が
市
長
よ

り
提
出
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
石
垣
市
議
会
の
議

員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
が
、
議
会
運
営
委

員
会
よ
り
提
出
さ
れ
、
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

要
旨

　

令
和
４
年
第
３
回
臨
時
会
が
、

意
見
書
・
決
議
に
つ
い
て

○
意
見
書
・
決
議
等
の
詳
細

は
、石
垣
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
掲
載
し
て
ま
す
。

・
石
垣
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
←

・
組
織
か
ら
探
す

　
　
　
←

・
議
会
事
務
局

　
　
　
←

・
意
見
書
・
決
議

【石垣市議会ＨＰ】

事 件 番 号 件　　　　名 結　果

承認第1号
専決処分の承認について
[石垣市税条例等の一部を改正する条例]

承　認

承認第2号
専決処分の承認について
[石垣市固定資産税条例の課税免除に関する条例の一部を改正
する条例]

承　認

承認第3号
専決処分の承認について
[石垣市国民健康保険税条例の一部を改正する条例]

承　認

議案第37号 石垣市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 可　決

議案第38号
石垣市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する
条例の一部を改正する条例

可　決

議案第39号
石垣市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関
する条例の一部を改正する条例

可　決

議案第40号 令和４年度石垣市一般会計補正予算（第１号） 可　決

委員会提出
議案第2号

石垣市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する
条例の一部を改正する条例

可　決

議員提出
議案第7号

在沖米海兵隊の石垣市防災訓練参加への抗議決議 否　決

要
旨

　

令
和
３
年
度
に
交
付
さ
れ
た

政
務
活
動
の
収
支
報
告
に
つ
い

て
上
表
の
と
お
り
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
政
務
活
動
費
と
は
、

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、

「
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
そ
の
議
会
の
議
員
の
調
査

研
究
そ
の
他
の
活
動
に
資
す
る

た
め
必
要
な
経
費
の
一
部
と
し

て
、
そ
の
議
会
に
お
け
る
会
派

又
は
議
員
に
対
し
、
交
付
す
る

令
和
４
年
度

　

政
務
活
動
費
報
告

令
和
４
年
度

　

政
務
活
動
費
報
告

こ
と
が
で
き
る
。
」
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

な
お
、
政
務
活
動
費
に
つ
い
て

は
、
議
員
等
の
申
請
に
基
づ
き

交
付
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
申
請
し
な
い
場
合
や
交
付

後
の
使
途
に
残
金
が
生
じ
る
場

合
で
あ
っ
て
も
特
に
支
障
は
な

い
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

本
会
議
の
様
子
は
、
ど
な
た

　

で
も
見
た
り
、
聞
い
た
り
す
る

　

こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
会
議
の

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
市

　

役
所
３
階
に
あ
る
議
会
事
務
局

　

に
て
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
を

　

ご
記
入
の
上
、
傍
聴
券
を
受
け

　

取
り
入
場
し
て
く
だ
さ
い
。

※対象経費額のうち交付額を超える金額については会派又は個人負担となります。

対象経費額

対象経費額内訳
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感
染
症
対
策
に
つ
い
て

　

石
垣
市
議
会
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
と
し
て
、
検
温
マ
ス
ク
の

着
用
、
消
毒
液
に
よ
る
手
指

消
毒
、
本
会
議
場
等
の
換
気

の
徹
底
、
発
言
機
会
の
多
い

本
会
議
場
の
「
議
長
席
」
、「
演

壇
」
等
に
は
ア
ク
リ
ル
パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
す
る
な

ど
感
染
予
防
に
取
組
ん
で
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
会
議
を
傍
聴
す

る
方
に
も
検
温
、
手
指
消
毒
、

マ
ス
ク
の
着
用
等
を
お
願
い

し
て
お
り
ま
す
。
ご
理
解
、

ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

新型コロナウイルス感染症対策のため、アクリルパー
テーションを設置。


